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１　事業の実施状況に対する所見

２　成果目標の達成状況に対する所見

３　施設等の利用状況についての所見

４　６次産業化法人と連携法人の取引状況についての所見

５　改善措置等に対する所見及び指導内容

（１）成果目標について

（２）施設等の利用状況について

　本施設の完成が平成２３年４月であったため平成２２年度の本施設の利用実績は無い。
　なお、稼動開始（４月）から５月下旬までに筍の加工品５９ｔを製造しており、今後とも本施設の利用見込みはあるものと認
められる。

[取組状況について]
　西地食品（有）は、すだち、ゆず、生姜等を生産する農業生産法人で、生姜や筍等を活用した加工品（生姜の塩漬け等）を
製造することを目的として本事業により農畜産物加工施設を整備し、平成２３年４月に施設が完成した。
　その後、４月１５日から稼動を開始し、計画どおり自社生産の生姜や筍を活用した加工品の製造に取り組んでいる。

[経営状況、事業による変化等について]
　平成２２年度の稼動実績は無いが、当初計画通り、平成２３年４月の稼動から５月下旬まで筍の加工が行われており、目
標５４ｔに対し、５９ｔの加工品（筍の水煮）を製造している。
　本施設の整備により農畜産物の付加価値化が図られており、所得の向上に寄与していると認められる。

　本施設の完成が平成２３年４月となったため、本施設による加工品の製造実績が無く、平成２２年度は売上高の目標は未
達成となっている。
　しかしながら、既存の加工の取組により目標売上高の９９％を達成しており、本施設の本格稼動により、平成２３年度以降
の目標は達成されるものと見込まれる。

　本施設の完成が平成２３年４月であったため本施設による加工の生産実績は無かったこ
とから目標達成には至らなかったが、既存の加工の取組により目標の９９％を達成してお
り、今後、本施設の本格稼動により目標は達成されるものと見込まれる。

　平成２２年度の雇用は当初の計画にはなかったが、新たに１名を雇用している。

　平成２２年度は0.4ｈａの耕作放棄地について作付けを行ったことから目標を達成している。

（雇用の創出に関する目標）

　　　　　　雇用者の増加

（所得の向上に関する目標）

　　　　　　売上高について

（地域の活性化に関する目標）

　　　　[耕作放棄地の活用]
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[農畜産物加工施設の利用状況について]
　本施設の完成が平成２３年４月であったため平成２２年度の本施設の利用実績は無い。
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